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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の操作領域と第二の操作領域とを有する操作部と、
　前記操作部への接触を検出する検出手段と、
　前記検出手段により前記第一の操作領域への接触と前記第二の操作領域への接触とが検
出されている場合、前記第二の操作領域への操作の操作量が閾値未満のときは前記第一の
操作領域への操作に対応した制御を行い、前記第二の操作領域への操作の操作量が前記閾
値以上のときは前記第二の操作領域への操作に対応した制御を行う制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記検出手段により前記第一の操作領域への接触が検出されずに前記
第二の操作領域への接触が検出されている場合、前記第二の操作領域への操作の操作量が
前記閾値未満であっても前記第二の操作領域への操作に対応した制御を行うことを特徴と
する電子機器。
【請求項２】
　前記操作量は、前記第二の操作領域への接触位置の移動距離を表すことを特徴とする請
求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記操作量は、前記第二の操作領域への接触位置の移動速度を表すことを特徴とする請
求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　第一の操作領域と第二の操作領域とを有する操作部を備えた電子機器の制御方法であっ
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て、
　前記操作部への接触を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで前記第一の操作領域への接触と前記第二の操作領域への接触とが検
出されている場合、前記第二の操作領域への操作の操作量が閾値未満のときは前記第一の
操作領域への操作に対応した制御を行い、前記第二の操作領域への操作の操作量が前記閾
値以上のときは前記第二の操作領域への操作に対応した制御を行う制御ステップと、を有
し、
　前記制御ステップは、前記検出ステップで前記第一の操作領域への接触が検出されずに
前記第二の操作領域への接触が検出されている場合、前記第二の操作領域への操作の操作
量が前記閾値未満であっても前記第二の操作領域への操作に対応した制御を行うことを特
徴とする電子機器の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデジタルカメラ等の電子機器に関するものであり、操作部への接触を検出する
ことができる電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年デジタルカメラを始めとする電子機器は多機能化が進み、それに伴って操作部も様
々な形態となっている。例えば、特許文献１では、操作部に環状の十字ボタンとその十字
ボタンの環内にセンターボタンとを設け、十字ボタンを回すように操作してメニュー選択
を行なう。操作時には十字ボタンは回転せず、十字ボタンの下に設けられたカーボン印刷
層と金属板が十字ボタンを押下した点で接触し、その接触時の抵抗値から押下点の座標を
読み取ることでメニュー選択できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２１３９６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、本体サイズの小型化やＬＣＤ等の表示部の大型化により操作部の配置ス
ペースが小さくなっているので、特許文献１に記載された操作部のような構成では、ユー
ザがセンターボタンを操作するときに誤って十字ボタンに触れてしまうことが考えられる
。そのような場合、ユーザが十字ボタンを操作しようとしていないのに十字ボタンを操作
してしまうため、ユーザの意図しない機能を選択してしまうという問題があった。
【０００５】
　以上の課題を解決するために本発明は、接触を検出できる操作部に対するユーザの誤操
作を防止できるような電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る電子機器は、第一の操作領域と第二の操作領域とを有する操作部と、前記
操作部への接触を検出する検出手段と、前記検出手段により前記第一の操作領域への接触
と前記第二の操作領域への接触とが検出されている場合、前記第二の操作領域への操作の
操作量が閾値未満のときは前記第一の操作領域への操作に対応した制御を行い、前記第二
の操作領域への操作の操作量が前記閾値以上のときは前記第二の操作領域への操作に対応
した制御を行う制御手段と、を有し、前記制御手段は、前記検出手段により前記第一の操
作領域への接触が検出されずに前記第二の操作領域への接触が検出されている場合、前記
第二の操作領域への操作の操作量が前記閾値未満であっても前記第二の操作領域への操作
に対応した制御を行うことを特徴としている。
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【発明の効果】
【０００７】
　以上説明したように、本発明によれば、ユーザの誤操作を防止でき操作性を向上させる
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態のカメラの前面側からの斜視図
【図２】本実施形態のカメラの背面側からの斜視図
【図３】本実施形態の十字ボタン１２１およびセンターボタン１２３を示した図
【図４】本実施形態のカメラのブロック図
【図５】本実施形態のスイッチの正面図
【図６】本実施形態のスイッチの斜視図
【図７】本実施形態の操作部の断面図
【図８】本実施形態の十字ボタンを操作する際のフローチャート
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１および図２は本実施形態であるカメラの構成を説明する図である。１はカメラの正
面側を覆う前面カバー、２は裏側を覆う背面カバーである。１１は撮影レンズ等を保持す
る鏡筒ユニットであり、鏡筒を駆動させるためのズームモーター１３およびギヤユニット
１４が一体的に組みつけられている。そして鏡筒ユニット１１は、鏡筒固定ねじ１２ａ、
１２ｂ，１２ｃにより金属シャーシ４に固定される。
【００１０】
　２１は電池２３を保持するための電池ケースであり、電池ケース固定ねじ２２ａおよび
２２ｂによって金属シャーシ４に固定される。電池ケース２１の一面には開口部２１ａが
あり、メモリーカードスロット５２によってふたがされるように構成されている。また、
メイン配線基板５１にコネクタ接続されている電源フレキシブル配線基板３１の電池ケー
ス２１側には電源コネクタ３２および映像・音声ジャック３３が実装され、電池ケース２
１に設けられた凹部２１ｅおよび２１ｆに組み合わせれるように配されている。電池ケー
ス２１には３角形の穴２１ｂがあけられている。この穴２１ｂの位置は電池２３上にある
挿入方向指示マーク２３ａに左右方向を略同一とし、この位置を合わせて電池２３を電池
ケース２１に挿入することで、電池２３が正しく挿入されるようにしている。
【００１１】
　４１はストロボユニットであり、４２はストロボ発光部、下方に伸びたフレーム部分に
ストロボ回路を実装したストロボフレキシブル配線基板４３が貼り付けられるとともに、
ストロボコンデンサー４４が固定されている。そしてストロボユニット４１は鏡筒ユニッ
ト１１に組みつけられたズームモーター１３およびギヤユニット１４の前面に配され、側
面よりストロボ固定ねじ４５により金属シャーシ４に固定されている。
【００１２】
　５１はＣＰＵやメモリ、画像処理ＬＳＩ、電源回路等が実装されたメイン配線基板であ
り、背面に映像や音声を保存する外部メモリーであるメモリーカード５３のメモリーカー
ドスロット５２およびＵＳＢコネクタ５４が実装されている。そしてメイン配線基板５１
はメイン配線基板固定ねじ５５ａ、５５ｂおよび５５ｃによって金属シャーシ４にねじ止
めされる。
【００１３】
　６１はレリーズボタン１０８、電源ボタン１０９等を実装した操作フレキシブル配線基
板、７１はスピーカーである。
【００１４】
　８１は液晶パネルであり液晶カバー８２でカバーすることによってバックライト８３と
一つのユニットを構成している。この液晶パネル８１とバックライト８３のユニットは液
晶固定ねじ８４ａおよび８４ｂによって金属シャーシ４に固定される。また８５は補強板
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であり、外圧から液晶パネル８１を保護するためにとり付けられている。
【００１５】
　９１はその中心部に導光部材９２が貼り付けられた発光ボタンであり、操作フレキシブ
ル配線基板６１に実装されたタクトスイッチ６２を導光部材９２によって押すように構成
されている。そしてタクトスイッチ６２の横には発光ダイオード６３が配されており、導
光部材９２を通して発光ダイオード６３の発した光が発光ボタン９１の表面に導かれる。
発光ボタン９１は背面カバー２に接着固定された背面窓３に位置決め固定されている。
【００１６】
　１０１はカメラの動作モードの切替レバー１０２、ズームレバー１０７、レリーズボタ
ン１０８および電源ボタン１０９を保持する上面カバーであり、電池ケース２１の上面に
操作フレキシブル配線基板６１をはさんで配置される。また、上面カバー１０１の側部に
はＵＳＢコネクタ５４および映像・音声ジャック３３をカバーするためのジャックカバー
１１０を収納する凹部１０１ａが設けられている。
【００１７】
　カメラの動作モードの切替レバー１０２は、左右に動かすことで静止画撮影、動画撮影
、画像再生を切り替える。切替レバー１０２は上面カバー１０１を挟んで、背面のクリッ
ク板１０３および切片１０４とともに切替レバー固定ねじ１０５によって固定され、クリ
ック板１０３に設けられた３つの穴の間をクリックボール１０６が移動することでクリッ
ク感を出している。また、操作フレキシブル配線基板６１上の配線露出部６４上を移動す
ることにより動作モードが電気的に切り替えられる。
【００１８】
　１１１は側面カバーであり、カメラの側面を覆うとともに、略中央に穴１１１ａが開け
られ、その間のバー部１１１ｂにストラップ紐がかけられるようになっている。また、穴
部１１１ａには背面より内部が半球状にくりぬかれたインナー部材１１３がはめ込まれて
いる。そして、側面カバー１１１は側面カバーねじ１１４ａおよび１１４ｂによって、前
面カバー１、背面カバー２およびインナー部材１１３を挟み込んだ状態で金属シャーシ４
に固定される。５は三脚取り付け用のねじが切られた三脚取り付け座である。
【００１９】
　前面カバー１および背面カバー２は側面固定ねじ６ａ、６ｂにより側面より、また、底
面固定ねじ７ａ、７ｂにより底面より固定される。
【００２０】
　１２１は十字ボタン（第二の操作部材）であり、十字ボタン１２１にはデコレーション
用の十字ボタンキャップ１２２が接着固定され、２つの部材で一つの操作ボタンを形成し
ている。この十字ボタン１２１は操作部材保持マット１２４に固定され、センターボタン
１２３（第一の操作部材）と共に中立位置への保持が行われている。また、センターボタ
ン１２３は操作部材保持マット１２４により位置決めおよび保持が行われている。十字ボ
タン１２１およびセンターボタン１２３は図３ように、センターボタン１２３の周囲を囲
んで十字ボタン１２１が配置される。
【００２１】
　十字ボタン１２１の押し込み方向には、スイッチが２種類重なって構成されており、一
つはアナログスイッチ１３０ａ（第二の検出手段）でもう一つは金属ドームシート１４１
である。それぞれのスイッチは同一の位置決めで位置合わせが行われており、十字ボタン
１２１をユーザが操作した際には、十字ボタン１２１に設けられたエンボス１２１ａおよ
び半円柱形状リブ１２１ｂによってスイッチが押圧される。その結果、同一の押下点で２
つのスイッチによる入力がカメラに対して行われる。
【００２２】
　センターボタン１２３の押し込み方向には、前述の十字ボタン１２１と同様にスイッチ
が２種類重なって構成されており、一つはアナログスイッチ１３０ｂ（第一の検出手段）
でもう一つは金属ドームシート１４１である。それぞれのスイッチは同一の位置決めで位
置合わせが行われており、センターボタン１２３をユーザが操作した際には、センターボ
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タン１２３に設けられたエンボス１２３ａによってスイッチが押圧される。その結果、同
一の押下点で２つのスイッチによる入力がカメラに対して行われる。
【００２３】
　図４は本実施形態であるカメラのブロック図である。２０１はバリアであり、撮影レン
ズ２０２を含む撮像部を覆うことにより、撮像系の汚れや破損を防止する。２０２は撮影
レンズ、２０３は絞り機能を備えるシャッター、２０４は光学像を電気信号に変換するＣ
ＣＤやＣＭＯＳ素子等で構成される撮像部である。２０５はＡ／Ｄ変換器であり、アナロ
グ信号をデジタル信号に変換する。Ａ／Ｄ変換器２０５は、撮像部２０４から出力される
アナログ信号をデジタル信号に変換する場合や、音声制御部２０６から出力されるアナロ
グ信号をデジタル信号に変換する場合に用いられる。２０７はタイミング発生部であり、
撮像部２０４、音声制御部２０６、Ａ／Ｄ変換器２０５、Ｄ／Ａ変換器２０８にクロック
信号や制御信号を供給する。タイミング発生部２０７は、メモリ制御部２０９及びシステ
ム制御部２１０により制御される。２１１は画像処理部であり、Ａ／Ｄ変換器２０５から
のデータ、又は、メモリ制御部２０９からのデータに対し所定の画素補間、縮小といった
リサイズ処理や色変換処理を行う。また、画像処理部２１１では、撮影した画像データを
用いて所定の演算処理が行われ、得られた演算結果に基づいてシステム制御部２１０が露
光制御、測距制御を行う。これにより、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オー
トフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理が行われ
る。画像処理部２１１では更に、撮影した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得
られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行って
いる。
【００２４】
　Ａ／Ｄ変換器２０５からの出力データは、画像処理部２１１及びメモリ制御部２０９を
介して、或いは、直接メモリ制御部２０９を介して、メモリ２１２に書き込まれる。メモ
リ２１２は、撮像部２０４によって得られＡ／Ｄ変換器２０５によりデジタルデータに変
換された画像データや、液晶パネル８１を含む画像表示部９４に表示するための画像デー
タを格納する。尚、メモリ２１２は、マイク９３において録音された音声データ、静止画
像、動画像および画像ファイルを構成する場合のファイルヘッダを格納するのにも用いら
れる。従って、メモリ２１２は、所定枚数の静止画像や所定時間の動画像および音声を格
納するのに十分な記憶容量を備えている。
【００２５】
　圧縮／伸張部２１３は、適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮
、伸張する。圧縮／伸張部２１３は、シャッター２０３をトリガにしてメモリ２１２に格
納された撮影画像を読み込んで圧縮処理を行い、処理を終えたデータをメモリ２１２に書
き込む。また、記録媒体３０１などからメモリ２１２に読み込まれた圧縮画像に対して伸
張処理を行い、処理を終えたデータをメモリ２１２に書き込む。圧縮／伸張部２１３によ
りメモリ２１２に書き込まれた画像データは、システム制御部２１０のファイル部におい
てファイル化される。そして、インターフェース２１４、コネクタ２１５、記録媒体３０
１側のコネクタ３０３、インターフェース３０２を介して、記録媒体３０１に記録される
。また、メモリ２１２は画像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。Ｄ／Ａ変換
器２０８は、メモリ２１２に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に変換し
て画像表示部９４に供給する。９４は画像表示部であり、液晶パネル８１等の表示器上に
、メモリ２１２に書き込まれた表示用の画像データをＤ／Ａ変換器２０８を介してアナロ
グ信号に変換して表示を行う。９３はマイクであり、マイク９３から出力された音声信号
は、アンプ等で構成される音声制御部２０６を介してＡ／Ｄ変換器２０５に供給され、Ａ
／Ｄ変換器２０５においてデジタル信号に変換された後、メモリ制御部２０９によってメ
モリ２１２に格納される。一方、記録媒体３０１に記録されている音声データは、メモリ
２１２に読み込まれた後、Ｄ／Ａ変換器２０８によりアナログ信号に変換される。音声制
御部２０６は、このアナログ信号によりスピーカ７１を駆動し、音声出力する。不揮発性
メモリ２１６は電気的に消去・記録可能なメモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用いら
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れる。不揮発性メモリ２１６には、システム制御部２１０の動作用の定数、プログラム等
が記憶される。ここでいう、プログラムとは、本実施形態にて後述する各種フローチャー
トを実行するためのプログラムのことである。２１０はシステム制御部であり、不揮発性
メモリ２１６に記録されたプログラムを実行することで、後述する本実施形態の各処理を
実現する。２１７はシステムメモリであり、ＲＡＭが用いられる。システムメモリ２１７
には、システム制御部２１０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ２１６から読み出し
たプログラム等を展開する。
【００２６】
　ズームレバー１０７、切替レバー１０２、レリーズボタン１０８および操作部２００は
システム制御部２１０に各種の動作指示を入力するための操作手段である。切替レバー１
０２は、システム制御部２１０の動作モードを静止画記録モード、動画記録モード、再生
モード等のいずれかに切り替えることができる。レリーズボタン１０８は第１のレリーズ
ボタン１０８ａと第２のレリーズボタン１０８ｂからなる。第１のレリーズボタン１０８
ａは、レリーズボタン１０８の操作途中（半押し）でＯＮとなり第１のシャッタースイッ
チ信号ＳＷ１を発生する。システム制御部２１０は、第１のシャッタースイッチ信号ＳＷ
１により、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワ
イトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作を開始する。第２のレリ
ーズボタン１０８ｂは、レリーズボタン１０８の操作完了（全押し）でＯＮとなり、第２
のシャッタースイッチ信号ＳＷ２を発生する。システム制御部２１０は、第２のシャッタ
ースイッチ信号ＳＷ２により、撮像部２０４からの信号読み出しから記録媒体３０１に画
像データを書き込むまでの一連の撮影処理の動作を開始する。
【００２７】
　操作部２００の各操作部材は、画像表示部９４に表示される種々の機能アイコンを選択
操作することなどにより、場面ごとに適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタンとして作
用する。機能ボタンとしては例えば終了ボタン、戻るボタン、画像送りボタン、ジャンプ
ボタン、絞込みボタン、属性変更ボタン等がある。例えば、メニューボタンが押されると
各種設定が可能なメニュー画面が画像表示部９４に表示される。操作部２００は十字ボタ
ン１２１とセンターボタン１２３を含んでおり、操作者は、画像表示部９４に表示された
メニュー画面と、十字ボタン１２１やセンターボタン１２３とを用いて直感的に各種設定
を行うことができる。電源ボタン１０９は、電源オン、電源オフを切り替える。
【００２８】
　２１８は電源制御部であり、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロック
を切り替えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量
の検出を行う。また、電源制御部２１８は、その検出結果及びシステム制御部２１０の指
示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体３０１
を含む各部へ供給する。
【００２９】
　２１９は電源部であり、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮ
ｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなり、図１および図２の電池
２３に対応している。３２はコネクタであり、電源部２１９と電源制御部２１８とを接続
する。
【００３０】
　２２０はＲＴＣ（Ｒｅａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｃｌｏｃｋ）であり、日付及び時刻を計時する
。ＲＴＣ２２０は、電源制御部２１８とは別に内部に電源部を保持しており、電源部２１
９が落ちた状態であっても、計時状態を続ける。システム制御部２１０は起動時にＲＴＣ
２２０より取得した日時を用いてシステムタイマを設定し、タイマ制御を実行する。
【００３１】
　２１４は記録媒体３０１とのインターフェースである。２１５は記録媒体３０１とイン
ターフェース２１４との接続のためのコネクタである。２２１は記録媒体着脱検知部であ
り、コネクタ２１５に記録媒体３０１が装着されているか否かを検知する。
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【００３２】
　記録媒体３０１はメモリカードやハードディスク等の記録媒体であり、図１および図２
のメモリーカード５３に対応している。記録媒体３０１はインターフェース３０２及びカ
メラと接続するためのコネクタ３０３を備えている。
【００３３】
　通信部２２２は、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳＩ、
モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信処理を行う。コネクタ（無線通信の場合はアン
テナ）２２３は、通信部２２２を介してカメラを他の機器と接続する。
【００３４】
　次に、図５、図６および図７を用いてアナログスイッチ１３０ａおよびアナログスイッ
チ１３０ｂの詳細を説明する。アナログスイッチ１３０ａは、フレキシブル配線基板１３
２ａと金属板１３１ａとが一体に固定されている。フレキシブル配線基板１３２ａにはカ
ーボン印刷部１３４ａが設けられており、カーボン印刷部１３４ａと金属板１３１ａとの
間にはギャップができるように構成されている。このフレキシブル配線基板１３２ａ上の
配線露出部１３３は金属板１３１ａとは導電膜によって導通を持ったまま接着が施され、
フレキシブル配線基板上の配線との導通を確保している。十字ボタン１２１がユーザの接
触操作によって押下された時、押下点では十字ボタン１２１に設けられたエンボス１２１
ａまたは半円柱形状リブ１２１ｂがカーボン印刷部１３４ａをたわませる。この時、押下
点のカーボン印刷部１３４ａと金属板１３１ａとのギャップが潰れ接触することで抵抗値
が変化する。カーボン印刷部１３４ａは、図５のような十字ボタン１２１の形状に合わせ
た形状で設けられており、十字ボタン１２１のどこを押下されたかによって抵抗値が異な
るので、抵抗値の変化から十字ボタン１２１の押下点が検出できる。
【００３５】
　なお、押下点はユーザが十字ボタン１２１を操作する際に接触する接触位置に対応して
いる。
【００３６】
　また、接触位置が連続的に変化するようにユーザが十字ボタン１２１を操作した場合、
接触位置の連続的な変化に対応して抵抗値も連続的に変化するので、抵抗値の変化量から
ユーザの十字ボタン１２１に対する操作量がわかる。
【００３７】
　アナログスイッチ１３０ｂは、フレキシブル配線基板１３２ｂと金属板１３１ｂとが一
体に固定されている。フレキシブル配線基板１３２ｂにはカーボン印刷部１３４ｂが設け
られており、カーボン印刷部１３４ｂと金属板１３１ｂとの間にはギャップができるよう
に構成されている。センターボタン１２３がユーザの接触操作によって押下された時、セ
ンターボタン１２３に設けられたエンボス１２３ａがカーボン印刷部１３４ｂをたわませ
る。この時、押下点のカーボン印刷部１３４ｂと金属板１３１ｂとのギャップが潰れ接触
することで抵抗値が変化する。その抵抗値の変化からセンターボタン１２３が押下された
ことが検出できる。
【００３８】
　なお、カーボン印刷部１３４ａと金属板１３１ａとの間のギャップおよびカーボン印刷
部１３４ｂと金属板１３１ｂとの間のギャップは微小であり、軽微な力でフレキシブル配
線基板１３２ａをたわませることができる。そのため、ユーザが触れただけでも十字ボタ
ン１２１およびセンターボタン１２３が押下されたことが検出できる。
【００３９】
　ただし、十字ボタン１２１およびセンターボタン１２３にユーザが触れただけでそれぞ
れのボタンに対応したメニューを決定できるようにすると、ユーザが意図せず触れただけ
でメニュー決定がされてしまう。そこで、十字ボタン１２１およびセンターボタン１２３
のそれぞれに対応したメニュー決定を行う場合には、金属ドームシート１４１が押圧され
る程度の力を必要とし、ユーザが触れただけではメニュー決定されない構成としている。
【００４０】
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　また、従来技術のように、十字ボタン１２１にのみアナログスイッチ１３０ａを構成し
ている場合、図３のようにユーザの指がセンターボタン１２３を押下する際に十字ボタン
１２１に触れてしまい、ユーザが意図しないメニューを決定してしまうことがあった。こ
のような誤操作を防止するために、前述のようにセンターボタン１２３にアナログスイッ
チ１３０ｂを設け、十字ボタン１２１の操作を有効にするかセンターボタン１２３の操作
を有効にするかをユーザの動作により判断し制御を行う構成にしている。
【００４１】
　次に、ユーザが十字ボタン１２１を操作する際の制御を図８のフローチャートを用いて
説明する。
【００４２】
　本実施形態のカメラでは、十字ボタン１２１およびセンターボタン１２３に対して行わ
れた操作の処理をシステム制御部２１０が行う。
【００４３】
　ユーザに十字ボタン１２１が触れられたことを検出すると（Ｓ１０１）、ユーザにセン
ターボタン１２３が触れられているか否かを判定する（Ｓ１０２）。十字ボタン１２１お
よびセンターボタン１２３が触れられているか否かは、前述のアナログスイッチ１３０ａ
とアナログスイッチ１３０ｂからの信号により検出される。次に、Ｓ１０２の結果に基づ
いて、十字ボタン１２１とセンターボタン１２３とのどちらの操作を有効にするかを判断
するために用いる所定量を設定する。本フロチャートでは、所定量として角度を設定する
場合を説明する。センターボタン１２３が触れられている場合には、所定角度を９０度（
第一の所定量）に設定し（Ｓ１０３）、センターボタン１２３が触れられていない場合に
は、所定角度を４５度（第二の所定量）に設定する（Ｓ１０４）。
【００４４】
　Ｓ１０３およびＳ１０４でセンターボタン１２３が触れられているか否かで設定する所
定角度を変えているのは、ユーザの操作をしやすくするためである。図３のように十字ボ
タン１２１とセンターボタン１２３が隣接して設けられている場合、ユーザがセンターボ
タン１２３を操作しようとした際に十字ボタン１２１に触れてしまうことが考えられる。
そうしたときに十字ボタン１２１に対しての操作が反映されてしまうと、ユーザの意図し
ていない操作が行われることで誤操作になってしまう。そこで、センターボタン１２３が
触れられている時は、触れられていない時より所定角度を大きく設定する。これにより、
誤操作を防止することができ、かつ、ユーザの意図した操作を有効にすることができる。
また、センターボタン１２３が触れられていない時も、十字ボタン１２１でのメニュー決
定時のわずかな操作量に反応して誤操作しないように所定角度を設定する。ただし、この
ときの所定角度はセンターボタン１２３が触れられている時より小さく設定し、十字ボタ
ン１２１の操作を妨げないようにしている。
【００４５】
　次に、十字ボタン１２１の触れられた位置の変化から十字ボタン１２１の操作量を算出
する（Ｓ１０５）。十字ボタン１２１の操作量は、十字ボタン１２１の触れられた位置が
ユーザの操作により操作開始時からどれだけ変化したかを表す量であり、前述のアナログ
スイッチ１３０ａの抵抗値の変化量から求められる。本フローチャートでは、十字ボタン
１２１の中心を頂点した、操作開始時に触れられた位置との角度を操作量としている。
【００４６】
　次に、十字ボタン１２１の操作量がＳ１０３またはＳ１０４で設定された所定角度以上
かどうかを判断する（Ｓ１０６）。十字ボタン１２１の操作量が所定角度以上の場合、ユ
ーザが十字ボタン１２１を操作する意図があると見なし、十字ボタン１２１の操作を有効
にする（Ｓ１０７）。所定角度未満の場合、ユーザがセンターボタン１２３を操作する意
図があると見なし、センターボタン１２３の操作を有効にする（Ｓ１０８）。
【００４７】
　以上のように、センターボタン１２３がユーザにより触れられているか否かでユーザが
十字ボタン１２１を操作する意図があるかを判断する所定角度を変更することで、誤操作
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を防止することができ、かつ、ユーザの操作したい操作を有効にすることができる。
【００４８】
　なお、本実施形態では、所定角度をセンターボタン１２３が触れられている場合には９
０度、触れられていない場合には４５度としたが、この角度に限ったものではなく、所望
の効果が得られれば、角度を限定するのもではない。
【００４９】
　また、十字ボタン１２１に対する操作の操作量を角度変化量として求め誤操作を防止し
ていたが、角度に限らず、その他の操作量、例えば、操作移動速度、操作移動距離等の変
化などを検出して誤操作を防止しても構わない。そのような場合、Ｓ１０３およびＳ１０
４でそれぞれの操作量に対応した所定量を設定し、十字ボタン１２１に対する操作量が所
定量以上の場合と所定量未満の場合とで有効にするボタンを変更するように制御すればよ
い。
【００５０】
　また、十字ボタン１２１の押下点によって抵抗値が連続的に変化するアナログスイッチ
１３０ａと金属ドームシート１４１のスイッチを用いた構成を説明したが、そのような構
成に限ったものではない。例えば、押下した圧力を検知する感圧スイッチや静電気を検知
して静電容量の変化を検知するスイッチやタクトスイッチなど、他のスイッチを用いても
適用は容易である。
【００５１】
　また、十字ボタン１２１の押し込み方向に金属ドームシート１４１を重ねて配置してい
るが、必ずしもその必要はない。
【００５２】
　また、十字ボタン１２１の形状は環状に限ったものではなく、押下点を移動させること
で選択操作を行うことができる形状であればよい。
【００５３】
　また、十字ボタン１２１は複数の操作部材で構成され、センターボタン１２３を囲むよ
うに配置されていてもよい。
【００５４】
　また、十字ボタン１２１とセンターボタン１２３は別部材で形成されているが、同一部
材で形成されていてもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１　前面カバー
　２　背面カバー
　４　金属シャーシ
　５　三脚取り付け座
　６ａ、６ｂ　側面固定ねじ
　７ａ、７ｂ　底面固定ねじ
　１１　鏡筒ユニット
　１２ａ、１２ｂ、１２ｃ　鏡筒固定ねじ
　１３　ズームモーター
　１４　ギヤユニット
　２１　電池ケース
　２２ａ、２２ｂ　電池ケース固定ねじ
　２３　電池
　３１　電源フレキシブル配線基板
　３２　電源コネクタ
　３３　映像・音声ジャック
　４１　ストロボユニット
　４２　ストロボ発光部



(10) JP 5474119 B2 2014.4.16

10

20

30

40

50

　４３　ストロボフレキシブル配線基板
　４４　ストロボコンデンサー
　４５　ストロボ固定ねじ
　５１　メイン配線基板
　５２　メモリーカードスロット
　５３　メモリーカード
　５４　ＵＳＢコネクタ
　５５ａ、５５ｂ、５５ｃ　メイン配線基板固定ねじ
　５６　姿勢検知手段
　６１　操作フレキシブル配線基板
　６２　タクトスイッチ
　６３　発光ダイオード
　６４　配線露出部
　６５　コネクタ
　７１　スピーカー
　８１　液晶パネル
　８２　液晶カバー
　８３　バックライト
　８４ａ、８４ｂ　液晶固定ねじ
　８５　補強板
　９１　発光ボタン
　９２　導光部材
　１０１　上面カバー
　１０２　切替レバー
　１０３　クリック板
　１０４　切片
　１０５　切替レバー固定ねじ
　１０６　クリックボール
　１０７　ズームレバー
　１０８　レリーズボタン
　１０９　電源ボタン
　１１０　ジャックカバー
　１１１　側面カバー
　１１３　インナー部材
　１１４ａ、１１４ｂ　側面カバーねじ
　１２１　十字ボタン
　１２１ａ、１２３ａ　エンボス
　１２１ｂ　半円柱形状リブ
　１２２　十字ボタンキャップ
　１２３　センターボタン
　１２４　操作部材保持マット
　１３０ａ、１３０ｂ　アナログスイッチ
　１３１ａ、１３１ｂ　金属板
　１３２ａ、１３２ｂ　フレキシブル配線基板
　１３３　配線露出部
　１３４ａ、１３４ｂ　カーボン印刷部
　１４１　金属ドームシート
　２００　操作部
　２０１　バリア
　２０２　撮影レンズ
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　２０３　シャッター
　２０４　撮像部
　２０５　Ａ／Ｄ変換器
　２０６　音声制御部
　２０７　タイミング発生部
　２０８　Ｄ／Ａ変換器
　２０９　メモリ制御部
　２１０　システム制御部
　２１１　画像処理部
　２１２　メモリ
　２１３　圧縮／伸張部
　２１４　インターフェース
　２１５　コネクタ
　２１６　不揮発性メモリ
　２１７　システムメモリ
　２１８　電源制御部
　２１９　電源部
　２２０　ＲＴＣ
　２２１　記録媒体着脱検知部
　２２２　通信部
　２２３　コネクタ
　３０１　記録媒体
　３０２　インターフェース
　３０３　コネクタ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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